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このガイドについて

対象読者

本書では、全社情報システム(または、企業情報システム、以下、EIS(Enterprise Information System))を

JEUS®(以下、JEUS)と連携するためのリソース・アダプターの開発者およびJEUSでリソース・アダプターを

使用する開発者を対象としています。JEUSのJ2EE Connector Architecture標準(以下、JCA標準)実装の

特徴について説明した後、リソース・アダプターをJEUSに合わせてパッケージングする方法について説明し

ます。

前提知識

本書を理解するためには、事前に以下の内容を把握しておく必要があります。

● コネクター・アーキテクチャーおよびリソース・アダプターの基本的な内容、用語、概念

● Javaの基本概念と使用方法(J2EE Connector Architecture Specification - version 1.7)

JEUSの基本的な使用方法と製品を理解するには、以下のガイドについてあらかじめ熟知することをお勧め

します。

● JEUS 紹介ガイド

● JEUS インストール＆スタートガイド

本書のすべてのサンプルと環境構成は、UNIXスタイルに準拠します。Microsoft Windows™(以下、Windows)

など他の環境で作業を行う場合は、次のような事項を考慮してください。 たとえば、Windowsプラットフォー

ムでは、ディレクトリー区切り子をUNIXスタイルのスラッシュ(/)からWindowsスタイルのバックスラッシュ(\)に

変えて使用してください。また、環境変数もWindowsスタイル(%%)に変更して使用してください。 本書で触

れているJEUS_HOMEは、JEUSがインストールされているディレクトリーです。

制限事項

本書の内容は、Java標準に準拠して作成されていますが、本書で触れているJava EEやJava仕様について

は詳しく取り上げていません。関連内容についてはJava関連ドキュメントを参照してください。
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参考

JCA標準についての概略的な内容は、http://www.oracle.com/technetwork/java/index.htmlに紹介され

ています。さらに詳しい内容については、JCA 1.7標準あるいはそれに準ずる書籍を参照してください。

本書の構成

本書は、計4章と付録で構成されています。

● 「第1章 JCA標準」

JCA標準およびリソース・アダプターについて説明します。

● 「第2章 アウトバウンド管理」

アウトバウンド・コミュニケーションにおいてJEUSの役割と機能について説明します。

● 「第3章 インバウンド管理」

インバウンド・コミュニケーションにおいてJEUSの役割と機能について説明します。

● 「第4章 リソース・アダプター」

リソース・アダプターのセキュリティー管理、パッケージング、デプロイおよびリソース・アダプターをコネク

ター・リソースとして登録する方法について説明します。

● 「付録 A. 環境設定の注意事項」

jeus-connector-dd.xmlファイルを設定する際の注意事項について説明します。
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表記上の規則

意味表記

プログラム・ソースコードのファイル名<<AaBbCc123>>

CtrlキーとCキーを同時に押す<Ctrl>+C

GUIのボタン、メニュー名[Button]

強調太字

関連文書、あるいはガイド内の他の章および節の表示「」、『』 (鍵カッコ)

画面UI上の入力項目「入力項目」

メール・アカウント、Webサイトハイパーリンク

メニューの実行順>

下位ディレクトリー/ファイル有り+----

下位ディレクトリー/ファイル無し|----

参照/注意事項
参考

注意事項
注

図の名前[図 1.1]

表の名前[表 1.1]

Javaコード、XMLドキュメントAaBbCc123

オプション・パラメータ[ command argument ]

「<」と「>」の間の内容は実際に使用される特定の名前または値で置き

換えられる

< xyz >

構文の中の相互に排他的な選択項目の選択肢を示す|

例) A|B: AとBのいずれかを選択

パラメータ、値、または他の情報が繰り返される…

環境変数${ }
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システム要件

要求事項

Solaris 9, 10, 11プラットフォーム

HP-UX 11.x, 11i, 11iV2

IBM AIX 5L, 6L, AIX 7L

MS Windows 2008, 2012, Vista, 7, 8

最小2GB以上、推奨20GBのハードディスク容量ハードウェア

推奨1GB以上のメモリー容量

JDK 7, JDK 8JDK

関連文書

説明ガイド

JEUSサーバーについて全般的に紹介し、JEUSのアーキテクチャーを

含む各構成要素について記述しています

JEUS 紹介ガイド

JEUSについて紹介し、JEUSのインストールおよび開始方法について

記述しています

JEUS インストール＆スタートガイド

JEUSシステムおよびサーバーの概要とシステムの管理方法について

記述しています

JEUS サーバガイド

Java EEアプリケーションをJEUSにデプロイするための様々な方法と

ツールについて記述しています

JEUS アプリケーション&デプロイメ

ントガイド

JEUSを使用するために必要な詳細設定とJEUSの使用方法について

記述しています

JEUS リファレンスガイド

JEUSのWeb管理ツールであるWebAdminを利用したJEUSの設定お

よび制御、モニタリング、クラスタリング、リソースの設定および管理に

ついて記述しています

JEUS WebAdminガイド

参考文献

● J2EE Connector Architecture Specification - version 1.7

● XML Reference - jeus-connector-dd.xmlの設定

JEUS_HOME/docs/reference/schema/index.html
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第1章 JCA標準

本章では、JCA標準およびリソース・アダプターについて説明します。

1.1. 概要
JCA(Java EE Connector Architecture)は、J2EE 1.3でJCA 1.0で紹介された後、J2EE 1.4ではインフロー・

メッセージの処理や様々な拡張機能が含まれ、JCA 1.5に発展しました。

現在はJCA 1.7が最新バージョンとしてリリースされており、リソース・アダプターのアノテーション使用および

セキュリティー・インフローなどの機能を追加でサポートしています。

1.2. コネクター・アーキテクチャー

コネクター・アーキテクチャーは、メインフレーム、ERP(Enterprise Resource Planning)、TPモニター、レガ

シー・データベース・システムなどを包括する企業情報システム(EIS(Enterprise Information System))との

連動のために定義された標準です。標準が存在しない場合は、EISベンダーとWeb Application Server(以

下、WAS)ベンダーの間に別途のカスタム・ドライバーを実装する必要があるため、N by M問題をもたらしま

す。この問題は、Java EE環境の移植性や拡張性に深刻な制約を与えます。

同問題を解決するため、JCA標準はコネクター・アーキテクチャーという概念を導入し、リソース・アダプター

という相互連動に必要なアダプターを定義しました。EISベンダーがリソース・アダプターを提供することで、

コネクター・アーキテクチャーによって複数のWASにおいてコード・レベルを修正せずに相互互換性を持って

動作することができます。リソース・アダプターについての詳細内容は、「1.3. リソース・アダプターとJDBCド

ライバー」を参照してください。

参考

コネクター・アーキテクチャーの詳しい内容については記述しないため、JCA 1.7標準やそれに準ずる書

籍を参照してください。

コネクター・アーキテクチャーは、大きくアウトバウンドとインバウンドで分けられます。「アウト」と「イン」は、

WASを基準にしてEISとのコミュニケーション方向性を表した言葉です。

● アウトバウンド(Outbound)

WASにデプロイされたアプリケーションからEISへのフローを意味します。

● インバウンド(Inbound)
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EISからWASのアプリケーションへのフローを意味します。

このようなアウトバウンドおよびインバウンド・コミュニケーションのために、WASとリソース・アダプターが行

うべき作業を定義したものがコネクター・アーキテクチャーです。

[図 1.1] コネクター・アーキテクチャーの概要

1.2.1. アウトバウンド

アウトバウンドを表す代表的な用語がコネクションです。WASのアプリケーションがEISにリクエストしてその

結果を取得したい場合、コネクションを確立してリクエストを送信することになります。

代表的な例として、サーブレットやEJBコンポーネントからデータベースにSQLを送信する場合があります。

これは、[図 1.1]のセッションBeansまたはエンティティBeansでアウトバウンド・リソース・アダプターを介して

EISにリクエストするフローに該当します。

JEUSでは、このようなコネクションの効率的な管理のために以下の機能を提供します。
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● コネクション・プールの提供

– コネクション・プールを利用してコネクションを毎回生成せずに再使用し、性能の効率性を高めます。

– 負荷状況では、WASからリソースに送るリクエストが無限に増えないように制御します。

● トランザクション管理

– グローバル・トランザクション(XA)が必要な場合には、自動的にトランザクション・マネージャーとの連動

をサポートします。

– グローバル・トランザクション(XA)の場合、コネクション・シェアリング(コネクション共有)をサポートしま

す。

以外にも、JEUSでは様々な付加機能を提供しています。アウトバウンドについての詳細内容は、「第2章 ア

ウトバウンド管理」を参照してください。

1.2.2. インバウンド

JCA標準は、JMS(Java Message Service)を含む多様な種類のメッセージ・ベースのサービスと連動できる

メカニズムを定義しています。この場合、リソース・アダプターはメッセージ・プロバイダーの役割をし、エンド・

ポイント・アプリケーションはメッセージ・コンシューマーの役割をします。送信されるメッセージのタイプはWAS

とは無関係であり、実際にメッセージが送信されるメソッドを定義したメッセージ・インターフェースはリソース・

アダプターが任意で決めることができます。

以下は、インバウンドのメッセージ・インフローの構成です。

[図 1.2] インバウンドのメッセージ・インフロー

メッセージ・プロバイダーは、メッセージ・コンシューマーの直接的な要求に対してのみメッセージを送信して

おり、両領域の間にはいかなるコンテキストの送信、および共有も行われません。EISで発生したトランザク

ションあるいは認証に関する情報をWASに渡すためには、ワーク・マネージャーを使用してコンテキストを送

信する必要があります。

JEUSでのインバウンド・コミュニケーション管理についての詳細内容は、「第3章 インバウンド管理」または

「3.2. メッセージ・インフロー」を参照してください。

参考

コンテキストの送信についての詳しい内容は、JCA標準を参照してください。
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ワーク・マネージャー

一般的に、アウトバウンド・メッセージのみ処理するリソース・アダプターの場合は別途のスレッドは不要です

が、インバウンド・メッセージを処理するリソース・アダプターの場合はスレッドが必要になることもあります。

そのときJCA標準では、リソース・アダプター内で任意でJavaスレッドを生成せずに、WASが提供するワー

ク・マネージャーを利用することをお勧めしています。特に、EISでスタートしたトランザクションや認証情報を

連動してジョブを実行する場合には、ワーク・マネージャーを使用する必要があります。

JEUSのワーク・マネージャー実装はスレッド・プールをベースにします。リソース・アダプターがワーク・インス

タンスを送信すると、スレッド・プールでワーカー・スレッドを取得して作業を行います。リソース・アダプターの

ワーカー・スレッドから作業の開始、終了、例外イベントを取得したい場合は、イベント・リスナーを渡すことが

できます。また、ジョブが実行されるときに必要なトランザクション、認証情報などをコンテキストに渡すことも

可能です。

JEUSのワーク・マネージャーの実装については、「3.1. ワーク・マネージャーの管理」を参照してください。

ワーク・マネージャーの基本概念については、JCA標準を参照してください。

1.3. リソース・アダプターとJDBCドライバー
JDBCがリレーショナル・データベース(RDB)との連動を標準として定義したものなら、リソース・アダプターは

RDBを含めた様々な情報システムとの連動標準を定義しています。すなわち、リソース・アダプターはWAS

と連動するための外部リソースに対し、JDBCドライバーより一般的かつ広範な定義がなされたドライバーで

す。

リソース・アダプターとJDBCドライバーの大きな相違点は、リソース・アダプターはJava EE標準で定義した

概念で、JDBCドライバーはJava SE向けに作られた概念であることです。そのため、JDBCドライバーはスタ

ンドアローンJavaアプリケーションで直接使用することができます。

また、JDBCドライバーはJARファイルをシステム・クラス・パスに設定して使用しており、ドライバーをアップ

デートするためには、現在実行中のJVMを終了する必要があります。一方、リソース・アダプターはJava EE

で定義したアプリケーションなので、RARファイルにパッケージングされており、WASにデプロイすることが可

能です。

リソース・アダプターのバージョンをアップグレードするには、WASを中断せずにリデプロイします。リソース・

アダプターもJDBCドライバーのようにJARファイルに変更した後、システム・クラス・パスに設定して使用でき

ますが、基本的にはリデプロイが可能なJava EEアプリケーションです。
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以下は、リソース・アダプターとJDBCドライバーを比較したものです。

JDBCドライバーリソース・アダプター

Java SEのための概念(JDBCドライバー

はスタンドアローンJavaアプリケーションで

直接使用可能)

Java EE標準で定義した概念概念

リレーショナル・データベースとの連動を標

準として定義

リレーショナル・データベース(RDB)を含め、様々な

情報システムの連動標準を定義

連動

JARファイルをシステム・クラス・パスに設

定して使用

RARファイルにパッケージングするようになってお

り、WASにデプロイ可能

デプロイ

現在実行中のJVMを終了した後にアップ

デート

WASを中断せずにアップデート可能アップデート

リソース・アダプターはJDBCドライバーに比べて一般的かつ広範な定義をしたドライバーであり、より容易な

使用が可能です。

1.4. CCI(Common Client Interface)

CCIは、アウトバウンド・リソース・アダプターを統一されたAPIで提供するためのものです。JCA標準はリソー

ス・アダプターを開発する際にCCIを使用することをお勧めしています。

CCIは、サービスの呼び出しをインタラクション(対話)に概念化しており、サービス方式に関する内容につい

ては、インタラクション仕様(Interaction Spec)と呼ばれるEISに従属的なインスタンスで抽象化します。サー

ビス呼び出しのパラメータと戻り値は、レコード型で提供されます。

インタラクション仕様は、一般的にサービス関数名(FunctionName)とサービス形式(InteractionVerb)を含め

ることをお勧めします。CCIは同期送信、同期受信、同期送受信の3つのサービス形式をサポートしており、

非同期サービスはサポートしません。

注

CCIはアプリケーションとリソース・アダプター間のインターフェースも統一するとの趣旨で作られたインター

フェースです。WASは、アプリケーションとリソース・アダプター間のインターフェースには関与しておらず、

基本的にはjava.lang.Objectとして扱います。

以下は、CCIを利用してEISのサービスを呼び出すための準備プロセスです。

// get Connection to EIS by lookup ConnectionFacotry in JNDI

javax.naming.Context nc = new InitialContext();

javax.resource.cci.ConnectionFactory cf =

(ConnectionFactory)nc.lookup("java:/comp/env/eis/ConnectionFactory");

javax.resource.cci.Connection cx = cf.getConnection();
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// create Interaction

javax.resource.cci.Interaction ix = cx.createInteraction();

// create Interaction Spec

com.wombat.cci.InteractionSpecImpl spec = .....

spec.setFunctionName(“<EIS_FUNCTION_NAME>”);

spec.setInteractionVerb(InteractionSpec.SYNC_SEND_RECEIVE)”

. . .

サービスに必要なデータをレコードに保存して、以下のようにサービスを呼び出します。

// call EIS service

boolean ret = ix.execute(spec, input, output);

参考

CCIの詳細内容については、JCA標準またはCCI関連の書籍を参照してください。
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第2章 アウトバウンド管理

本章では、アプリケーションからEISに渡るアウトバウンド・コミュニケーションにおけるJEUSの役割や機能に

ついて、コネクション・プールとトランザクションの連動を中心にして説明します。

2.1. コネクション・プールとコネクション管理
アウトバウンド・コミュニケーションにおいて、アプリケーションがEISにリクエストし、その結果を取得する場合

にはコネクションが必要となります。JEUSでは、アプリケーションがコネクションを効率的に使用できるように

コネクション・プールを提供します。

2.1.1. アプリケーションのコネクション・リクエストのパターン

アプリケーションはコネクション・ファクトリーをリクエストした後、当該ファクトリーからコネクションを取得する

ことができます。これは、JDBCコネクションを取得するときにデータソースをルックアップした後、データソー

スからコネクションを取得する方法と同じです。

以下は、アプリケーションのコネクション・リクエスト・パターンの例です。

// obtain the initial JNDI Naming context

Context initctx = new InitialContext();

// perform JNDI lookup to obtain the connection factory

javax.resource.cci.ConnectionFactory connectionFactory =

(javax.resource.cci.ConnectionFactory)initctx.lookup(“java:comp/env/eis/sampleEIS”);

javax.resource.cci.Connection conn = connectionFactory.getConnection();

try {

// do some works

} finally {

conn.close();

}

参考

上記の例ではCCIを例にしていますが、実際のコネクション・ファクトリーには特別に定義されたインター

フェースが存在しておらず、リソース・アダプターで独自的に定義し、これをアプリケーションが使用するこ

とになります。
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上記のアプリケーションがEJBの場合、アノテーションあるいはejb-jar.xmlの<resource-ref>を以下のとお

り設定する必要があります。

[例 2.1] コネクション・リクエスト : <<ejb-jar.xml>>

<ejb-jar>

. . .

<enterprise-beans>

. . .

<session>

. . .

<resource-ref>

<res-ref-name>eis/sampleEIS</res-ref-name>

<res-type>

javax.resource.cci.ConnectionFactory

</res-type>

<res-auth>Container</res-auth>

<res-sharing-scope>Shareable</res-sharing-scope>

</resource-ref>

. . .

jeus-ejb-dd.xmlには「eis/sampleEIS」が実際にマッピングされるJNDI名を設定します。

以下例の「sampleConnectionPool」は、リソース・アダプターをデプロイするとき、jeus-connector-dd.xmlに

記述するコネクション・プールのJNDI名です。

[例 2.2] コネクション・リクエスト : <<jeus-ejb-dd.xml>>

<jeus-ejb-dd>

. . .

<beanlist>

<jeus-bean>

. . .

<res-ref>

<jndi-info>

<ref-name>eis/sampleEIS</ref-name>

<export-name>sampleConnectionPool</export-name>

</jndi-info>

</res-ref>

. . .

参考

jeus-connector-dd.xmlについての詳細内容は、「第4章 リソース・アダプター」を参照してください。
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2.1.2. リソース・アダプターとコネクション・プールの関係

アプリケーションがJNDIを介してコネクション・ファクトリーをリクエストすると、JEUSはリソース・アダプターに

コネクション・ファクトリーの生成をリクエストします。

JEUSがコネクション・ファクトリーの生成をリクエストするときは、リソース・アダプターにコネクション・マネー

ジャーを渡します。このコネクション・マネージャーの実装が、JEUSコネクション・プールです。

リソース・アダプターがコネクション・ファクトリーを生成してJEUSに渡すと、JEUSはこれをアプリケーション

に渡します。アプリケーションが受け取ったコネクション・ファクトリーにコネクションをリクエストすると、リソー

ス・アダプターはJEUSから取得したコネクション・マネージャーにコネクションをリクエストします。そうすると、

JEUSコネクション・マネージャーはプーリングしていた物理的なコネクション(あるいはマネージド・コネクショ

ン)を1つ抽出してコネクション・ハンドルを生成した後、リソース・アダプターに返します。その後、アダプター

がアプリケーションに同コネクションを渡します。物理的なコネクションとコネクション・ハンドルは、JCA標準

に定義されている概念です。

アプリケーションは、コネクションが不要になったときには必ずリターンする必要があります。これを一般的に

はコネクションを閉じると表現します。アプリケーションが正常にコネクションを閉じない場合は、常にコネク

ション・リークが発生することになります。

JEUSが渡したコネクション・マネージャーの使用有無はリソース・アダプターが決めます。リソース・アダプ

ターがコネクション・マネージャーを使用せず、内部的にコネクションを生成した場合、JEUSはコネクションの

管理およびアプリケーションとEIS間のコミュニケーション・プロセスについては関与しません。

参考

1. コネクション・マネージャーについての詳細内容は、javax.resource.spi.ConnectionManagerと

javax.resource.spi.ManagedConnectionFactoryのJavadocおよびJCA標準を参照してください。

2. 物理的なコネクションとコネクション・ハンドルの詳細については、JCA標準の「Chapter 6. Connection

Management」を参照してください。

2.1.3. コネクション・プールのメリット

JCAで提供するJEUSコネクション・プールの機能はDBコネクション・プールと類似していますが、以下のよう

なメリットがあります。

● 高性能

データベースとのコネクションのみならず、外部リソースとのコネクション生成には時間がかかります。しか

し、コネクション・プールの物理的なコネクションは毎回新たに生成するのではなく、事前に生成しておくか

再使用するため、コネクション生成のオーバーヘッドが減少されます。また、アプリケーションがコネクショ

ンの使用を終えて閉じた場合にも、実際に切断するのではなくプールにリターンさせ、コネクションの中断

によるオーバーヘッドを減らすことができます。
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● 同時接続管理

同時にリソースをリクエストするクライアントの数を制御することが可能です。負荷状況でリソースに処理

が集中し、サービスが不能になることを防ぐことができます。

参考

DBコネクション・プールについての詳細内容は、『JEUS サーバガイド』の「第6章 DBコネクション・プール

とJDBC」を参照してください。

2.1.4. コネクション・プールの設定

JCAコネクション・プールはリソース・アダプターをデプロイする際、jeus-connector-dd.xmlを記述して設定し

ます。

このとき、アプリケーションでコネクション・プールを使用するために必要となるJNDI名は、JEUSで決められ

た規則に従って自動的に決定されます。しかし、ユーザが直接 J N D I名を指定する場合には

jeus-connector-dd.xmlに記述する必要があります。jeus-connector-dd.xmlの<jeus-connector-dd>下位

の<connection-pool>を使用して設定します。jeus-connector-dd.xmlをRARに含ませる方法は、「第4章 リ

ソース・アダプター」を参照してください。

JCA標準により、1つのリソース・アダプターには複数のコネクション・プールを設定することができます。この

ようなコネクション・プールの基準となるのは、ra.xmlの<connection-definition>と、その下位要素の

<connectionfactory-interface>です。たとえば、<connection-definition>が5つ設定されていると、JEUSに

は最小5つのコネクション・プールが構成されます。

注

ra.xmlに定義する<connectionfactory-interface>は重複できません。重複する値が存在する場合は、

ra.xmlの有効性チェックに失敗し、デプロイできません。

以下は、jeus-connector-dd.xmlの各タグについての説明です。実際の設定例は、「2.3. コネクション・プー

ルの設定例」を参照してください。

● <connectionfactory-interface>

– ra.xmlに<connection-definition>が2つ以上の場合は、必ずこの値を設定します。設定しないと、コネク

ション・プールが生成できないため、デプロイ・エラーが発生します。

– ra.xmlの各<connection-definition>に定義された<connectionfactory-interface>値をそのまま入力し

ます。<connectionfactory-interface>の詳しい内容は、「第4章 リソース・アダプター」を参照してくださ

い。
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● <export-name>

– コネクション・プールのJNDI名です。

– サーバーにおいて一意の名前である必要があり、必須項目です。

● <transaction-support>

– コネクション・プールがサポートするトランザクション・タイプを以下から設定します。同設定は、ra.xmlの

設定に優先します。

• NoTransaction

• LocalTransaction

• XATransaction

● <user>

– コネクションを生成するときに必要なログインをコネクション・プールに委ねる場合に設定するユーザー
IDです。

● <password>

– コネクションを生成するときに必要なログインをコネクション・プールに委ねる場合に設定するパスワー
ドです。

– 暗号化して保存するときは、以下の形式で入力します。

{algorithm}ciphertext

例)

{DES}FQrLbQ/D8O1lDVS71L28rw==

● <use-lazy-transaction-enlistment>

– JCA標準で言及しているトランザクションの最適化機能の1つである「Lazy Transaction Enlistment」オ

プションの使用有無を決定します。(デフォルト値: false)

● <pool-management>

コネクション・プールの主なオプションは、<connection-pool>の<pool-management>下位に存在します。

– <min> : コネクション数のデフォルト値です。(デフォルト値: 2)
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– <max> : プーリングするコネクション数の最大値です。(デフォルト値: 10)

– <step> : コネクション数を増やす必要がある場合に、コネクションの増分を設定します。(デフォルト値:

1)

– <period> : 設定された間隔ごとにコネクション・プールのサイズを<min>値に合わせます。アイドル・コ

ネクションが存在しない場合は、<min>値に調整しません。既存の<pooled-timeout>の代わりにこの設

定を使用します。(デフォルト値: 10分、単位: ms)

– <wait-connection> : アイドル・コネクションが存在せず、コネクション・プールのサイズも最大値に到

達された場合において、コネクション・リクエストを処理する方法を決定します。

説明タグ

<wait-connection> – true : システムは使用可能なコネクションを取得するために待機します。

待機後にもコネクションが取得できなかった場合は例外(exception)を発

生させます

– false : コネクションを新たに作成してアプリケーションに提供し、アプリ

ケーションがこれを返したらプーリングせずに閉じて破棄します。このよ

うに使い捨てという意味で、JEUSでは「ディスポーザブル・コネクション

(disposable Connection)」と言います(デフォルト値)

ユーザーがコネクションのために待機する時間です、ユーザーがこの時間

の間待機しても、いかなるコネクションも使用できない場合は例外が発生

<wait-timeout>

します。<wait-connection>がtrueの場合のみ有効です(デフォルト値: 10

秒、単位: ms)

– <use-match-connection> : コネクション・マッチの使用有無を決定します。(デフォルト値: false)

– <allow-disposable-connection-when-match-failed> : コネクション・マッチに失敗した場合、使い

捨てのコネクションを使用するか否かを設定します。コネクション・マッチをしない場合、この値は無効に

なります。(デフォルト値: false)

– <connection-validation> : コネクションの有効性チェックについての設定です。

説明タグ

コネクションの有効性チェック機能を使用するか否かを決定します。<enabled>

同設定値をtrueにしても、リソース・アダプターがjavax.resource.spi.

ValidatingManagedConnectionFactoryを実装した場合のみ使用できま

す
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説明タグ

コネクションの有効性チェックの周期を設定します。設定された周期に従っ

て、アイドル状態にあるコネクションの有効性をチェックします(単位 : ms)

<period>

コネクション単位で有効性をチェックするとき、最後にコネクションを使用し

た時間とチェックするときの時間の差が、設定した時間より短い場合はチェッ

<non-validation-interval>

クを行いません。同設定によって、有効性チェックによるオーバーヘッドを

減らすことができます(単位: ms)

有効性チェックは、デストロイ・ポリシーがFailedConnectionOnlyの場合は

1回実行します。また、AllConnectionsの場合は1つのコネクションに対し

<validation-retrial-count>

て実行してみて、それが失敗すると別のコネクションに対して再度行うので

計2回実行することになります。

有効性チェックが足りないと判断される場合は、チェック回数を増やすこと

もできます

コネクションの有効性チェックに失敗した場合、当該コネクション・プールに

存在するコネクションを処理するポリシーを決めるオプションです

<destroy-policy-on-valida

tion>

– FailedConnectionOnly : 有効性チェックに失敗した物理的コネクション

のみ閉じます(デフォルト値)

– AllConnections : 有効性チェックに失敗した場合、プールに存在してい

る別のコネクションをもう一度チェックし、それでも失敗したら当該コネク

ション・プールの全コネクションを閉じます。アプリケーションが使用して

いたコネクションもすべて閉じられます

– <action-on-connection-leak> :コンポーネント(主にStatelessコンポーネント - サーブレット/JSP、ス

テートレス・セッションBeans、MDB)で使用したコネクションに対するロギングやリターン・アクションを設

定します。設定しなかった場合の基本動作は、サーバーに設定したAction On Resource Leakに従い

ます。(デフォルト値 : Warning)

– <connection-trace> : コネクションをモニタリングするためのオプションです。現在基本機能は、どの

アプリケーションがコネクションを使用しているのかが分かるように、getConnectionするときのスタック

情報を表示します。さらに、サーバーに設定したAction On Resource Leakが動作する場合でも同情報

を表示します。

説明オプション

コネクション・トレース機能をon/offするオプションですenabled

アプリケーションがコネクションを取得するとき(getConnection呼出し)のス

タック・トレースを保存しておくオプションです(デフォルト値: true)

get-connection-trace

アプリケーションがリソース・アダプターとローカル・トランザクション作業を

行うときの情報を追跡するか否かを選択するオプションです。

local-transaction-trace
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説明オプション

<get-connection-trace>と一緒に使用すると、ローカル・トランザクションの

コミットまたはロールバックが正常に行われていないアプリケーションを追

跡するときに役立ちます

– <max-use-count> : 1つのコネクションに対して設定された数を全部使用すると、当該コネクションを捨

て、新たなコネクションを確立することになります。(デフォルト値: 0、コネクションをチェンジしないという

意味)

– <pool-destroy-timeout> : コネクション・プールをデストロイするときに待機する時間です。リソース・

アダプターをアンデプロイするとき、プールをデストロイすることになりますが、コネクションを閉じながら

リソースとネットワーク通信を行う場合、ハングアップする可能性があります。そのため、設定された時

間の間待機してもデストロイが実行されなかったら、これを無視して引き続きアンデプロイを行います。

(デフォルト値: 10秒)

● <property>

– ManagedConnectionFactoryに適用するプロパティを追加します。ra.xmlに設定された値を置き換える

か追加するときに使用します。

参考

Connection Match、Lazy Transaction Enlistmentについての詳細内容は、JCA標準を参照してくださ

い。

2.1.5. コネクション・プールの機能

コネクション・プールはコネクションの有効性チェックが可能で、コネクション・リークが処理できる機能を持っ

ています。

コネクションの有効性チェック

アプリケーションがコネクションをリクエストした場合、リソース・アダプターを使用してコネクションの有効性

(Connection Validation)についてチェックを要求する機能です。同機能は、コネクションの内部的なエラーに

よる切断、ファイアウォールによるソケット通信の切断現象などをチェックするときに有用です。チェックが失

敗すると物理的コネクションを新たに生成し、これに対するハンドルをアプリケーションに返します。
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有効性チェックの作業が頻繁に行われ、オーバーヘッドが発生した場合は、<non-validation-interval>を

設定します。同設定は、コネクション・チェックを実行するときの時間と、最後にコネクションを使用した時間と

の差が既に設定したインターバル内なら、無条件で有効だと判断してチェックが行われないようにします。

たとえば、インターバルを5秒(5000ms)に設定した場合、コネクションの最後の使用から5秒以内なら、その

コネクションは無条件で有効だと判断されます。

以下は、<non-validation-interval>の設定例です。

<non-validation-interval>5000</non-validation-interval>

注

リソース・アダプターでコネクションの有効性チェックを行うには、必ずjavax.resource.spi.Validating

ManagedConnectionFactoryを実装する必要があります。リソース・アダプターにチェックを要求したとき、

外部リソースからの応答がないため待ち続ける状況が発生することもあります。現在のWASではこのよ

うなトラブルを解決できる方法がないため、リソース・アダプターからタイムアウト・オプションを提供する必

要があります。

ユーザーは有効性チェックに失敗した場合、コネクション・プールに存在する残りのコネクションに対して以下

のうち1つのデストロイ・ポリシーを設定することができます。

説明ポリシー

有効性チェックに失敗したコネクションのみ破棄します(デフォルト値)FailedConnectionOnly

有効性チェックの失敗後すぐにコネクションを破棄するのではなく、再度プール

からコネクションを取り出し、チェックを要求します。それでも失敗したらプール

に存在するすべてのコネクションを破棄します

AllConnections

以下は、有効性チェックに失敗した場合、プールに存在するコネクションに対するデストロイ・ポリシーを設定

する例です。

<destroy-policy-on-validation>AllConnections</destroy-policy-on-validation>

参考

有効性チェックの回数を追加する場合には、<validation-retrial-count>を使用します。

コネクション・リーク処理

JEUSは、サーバーまたはコネクション・プール別にコネクション・リークに関するアクションを設定することが

できます。

第2章 アウトバウンド管理   15



サーブレット/JSP、ステートレス・セッションBean、メッセージ・ドリブンBeanのようにスタートとエンドが明確な

コンポーネントの場合、使用したコネクションを正常に返したのかを確認することができます。コネクションを

返していない場合、呼び出しマネージャーを利用してロギングを残すか、強制的にクローズするアクションが

設定できます。ただし、JCAコネクションの場合、呼び出しマネージャーの自動クローズ・アクションに対して

例外が存在します。

JCAコネクション・プールでは、JDBCのjava.sql.Connectionのようにどのメソッドがcloseの役割をするのか

が把握できないため、直接コネクションを閉じることはできません。ただし、リソース・アダプターのra.xmlに設

定された<connection-definition>の<connection-interface>が以下のような場合は、closeメソッドがすでに

把握できており、メソッドにどのパラメータも存在しないため直接コネクションを閉じます。

以下は、JCAコネクションの呼び出しマネージャーの自動クローズ・アクションの例外メソッドです。

● java.sql.Connection

● javax.resource.cci.Connection

上記の<connect ion- interface>でない場合には直接コネクションを閉じることはできませんが、

javax.resource.spi.ManagedConnectionに定義されたcleanupメソッドを呼び出した後、当該コネクションを

強制的にプールに返します。

cleanupメソッドにはリソース・アダプターが以下のような動作をするように定義されています。

The cleanup should invalidate all connection handles

that had been created using this ManagedConnection instance.

参考

呼び出しマネージャーについての詳細内容は、『JEUS サーバガイド』の「2.3.1.2. Action On Resource

Leakの設定」を参照してください。

2.2. トランザクション管理
本節では、JEUSでトランザクション・タイプがローカル・トランザクション、グローバル・トランザクションである

コネクション・プールを管理する方法について説明します。

2.2.1. ローカル・トランザクション・リソースのグローバル・トランザクション

(XA)への参加機能

原則的にローカル・トランザクションはアプリケーションとリソース・アダプター間のトランザクションであるた

め、グローバル・トランザクション(XA)が存在しない状況でリソース・アダプターにコネクションを要求する場

合、JEUSが関与することはできません。
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しかし、グローバル・トランザクション内でローカル・トランザクション・タイプのコネクション・プールを使用する

場合、リソース・アダプターのManagedConnectionから取得できるjavax.resource.spi.LocalTransaction

を、まるでXAリソースであるかのようにエミュレーションすることができます。

グローバル・トランザクションをサポートしないリソースであっても、リソース・アダプターがローカル・トランザ

クション・タイプをサポートしていれば、最大1つのリソースがグローバル・トランザクションに参加できます。こ

れは、JDBCでXAエミュレーション機能を使用するコネクション・プール・データソースとほぼ同様です。

参考

データソースについての詳細内容は、『JEUS サーバガイド』の「6.4. データソース設定」を参照してくださ

い。

2.2.2. グローバル・トランザクション(XA)とコネクション・シェアリング

同じグローバル・トランザクションにおいて、1つのリソースに対して常に1つのコネクションのみ使用すること

をコネクション・シェアリング(コネクション共有)と言います。JEUSでは、常にコネクション・シェアリングをサ

ポートしており、基本的に何も設定されていない場合でも共有するようになっています。

コネクション・シェアリング機能が不要な場合は、アプリケーション別にejb-jar.xml, web.xmlの<resource-ref>

にUnshareableと設定します。

<resource-ref>

<res-ref-name>jca/pool</res-ref-name>

<res-type>javax.resource.cci.ConnectionFactory</res-type>

<res-sharing-scope>Unshareable</res-sharing-scope>

<resource-ref>

参考

1. コネクション・シェアリングの詳細内容は、JCA標準1.7の「7.9 Connection Sharing」を参照してくださ

い。

2. DBコネクション・プールでもコネクション・シェアリングを提供しています。『JEUS サーバガイド』の「6.11.

グローバル・トランザクション(XA)とコネクションの共有」を参照してください。

2.3. コネクション・プールの設定例
アウトバウンド・リソース・アダプターを使用して、1つまたはそれ以上のアウトバウンド・コネクションを設定す

ることができます。
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2.3.1. コネクション・ファクトリーが1つの場合

以下は、javax.resource.cci.ConnectionFactoryというコネクション・ファクトリーを1つ持つra.xmlの例です。

ほとんどの場合、コネクション・ファクトリーは1つです。

[例 2.3] コネクション・ファクトリーが1つの場合のコネクション・プールの設定 : <<ra.xml>>

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<connector xmlns="http://java.sun.com/xml/ns/j2ee" version="1.5"

xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"

xsi:schemaLocation="http://java.sun.com/xml/ns/j2ee

http://java.sun.com/xml/ns/j2ee/connector_1_5.xsd">

<display-name>ConnectionManagementSample1</display-name>

<vendor-name>TmaxSoft</vendor-name>

<eis-type>TestResource</eis-type>

<resourceadapter-version>2.0</resourceadapter-version>

<license>

<license-required>false</license-required>

</license>

<resourceadapter>

<outbound-resourceadapter>

<connection-definition>

<managedconnectionfactory-class>

com.tmax.SampleManagedConnectionFactory

</managedconnectionfactory-class>

<connectionfactory-interface>

javax.resource.cci.ConnectionFactory

</connectionfactory-interface>

<connectionfactory-impl-class>

com.tmax.SampleConnectionFactory

</connectionfactory-impl-class>

<connection-interface>

javax.resource.cci.Connection

</connection-interface>

<connection-impl-class>

com.tmax.SampleConnection

</connection-impl-class>

</connection-definition>

<transaction-support>

LocalTransaction

</transaction-support>

<authentication-mechanism>

<authentication-mechanism-type>

BasicPassword

</authentication-mechanism-type>

<credential-interface>

javax.resource.spi.security.PasswordCredential
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</credential-interface>

</authentication-mechanism>

<reauthentication-support>

false

</reauthentication-support>

</outbound-resourceadapter>

</resourceadapter>

</connector>

jeus-connector-dd.xmlを設定しないと、ra.xmlの<connection-definition>に該当するコネクション・プールが

生成できません。そのため、jeus-connector-dd.xmlの<export-name>を必ず設定します。

以下は、jeus-connector-dd.xmlの設定例です。各タグについては、「2.1.4. コネクション・プールの設定」を

参照してください。

[例 2.4] コネクション・ファクトリーが1つの場合のコネクション・プールの設定 : <<jeus-connector-dd.xml>>

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>

<jeus-connector-dd xmlns="http://www.tmaxsoft.com/xml/ns/jeus">

<connection-pool>

<export-name>jcapool</export-name>

<pool-management>

<min>10</min>

<max>50</max>

<period>600000</period> <!-- 10 minutes -->

<wait-connection>

<wait-connection>true</wait-connection>

<wait-timeout>30000</wait-timeout>

</wait-connection>

<action-on-connection-leak>Warning</action-on-connection-leak>

</pool-management>

</connection-pool>

</jeus-connector-dd>

2.3.2. コネクション・ファクトリが2つ以上の場合

以下は、javax.sql.DataSourceとjavax.resource.cci.ConnectionFactoryをコネクション・ファクトリーとして

設定したra.xml例です。

[例 2.5] コネクション・ファクトリーが2つの場合のコネクション・プールの設定 : <<ra.xml>>

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<connector xmlns="http://java.sun.com/xml/ns/j2ee" version="1.5"

xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"

xsi:schemaLocation="http://java.sun.com/xml/ns/j2ee
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http://java.sun.com/xml/ns/j2ee/connector_1_5.xsd">

<display-name>ConnectionManagementSample1</display-name>

<vendor-name>TmaxSoft</vendor-name>

<eis-type>TestResource</eis-type>

<resourceadapter-version>2.0</resourceadapter-version>

<license>

<license-required>false</license-required>

</license>

<resourceadapter>

<outbound-resourceadapter>

<connection-definition>

<managedconnectionfactory-class>

com.tmax.DataSourceManagedConnectionFactory

</managedconnectionfactory-class>

<connectionfactory-interface>

javax.sql.DataSource

</connectionfactory-interface>

<connectionfactory-impl-class>

com.tmax.JeusDataSource

</connectionfactory-impl-class>

<connection-interface>

java.sql.Connection

</connection-interface>

<connection-impl-class>

com.tmax.JeusConnection

</connection-impl-class>

</connection-definition>

<connection-definition>

<managedconnectionfactory-class>

com.tmax.SampleManagedConnectionFactory

</managedconnectionfactory-class>

<connectionfactory-interface>

javax.resource.cci.ConnectionFactory

</connectionfactory-interface>

<connectionfactory-impl-class>

com.tmax.SampleConnectionFactory

</connectionfactory-impl-class>

<connection-interface>

javax.resource.cci.Connection

</connection-interface>

<connection-impl-class>

com.tmax.SampleConnection

</connection-impl-class>

</connection-definition>

<transaction-support>

NoTransaction

</transaction-support>
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<authentication-mechanism>

<authentication-mechanism-type>

BasicPassword

</authentication-mechanism-type>

<credential-interface>

javax.resource.spi.security.PasswordCredential

</credential-interface>

</authentication-mechanism>

<reauthentication-support>

false

</reauthentication-support>

</outbound-resourceadapter>

</resourceadapter>

</connector>

以下とおり、jeus-connector-dd.xmlでra.xmlの<connection-definition>に該当するコネクション・プールを生

成するには、必ず<connectionfactory-interface>を設定します。設定しないと、デプロイする際にコネク

ション・プールが生成できないというエラーが発生します。

[例 2.6] コネクション・ファクトリーが2つの場合のコネクション・プールの設定 : <<jeus-connector-dd.xml>>

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>

<jeus-connector-dd xmlns="http://www.tmaxsoft.com/xml/ns/jeus">

<connection-pool>

<export-name>jdbcpool</export-name>

<connectionfactory-interface>

javax.sql.DataSource

</connectionfactory-interface>

<pool-management>

<min>5</min>

<max>20</max>

</pool-management>

</connection-pool>

<connection-pool>

<export-name>ccipool</export-name>

<connectionfactory-interface>

javax.resource.cci.ConnectionFactory

</connectionfactory-interface>

<pool-management>

<min>1</min>

<max>10</max>

</pool-management>

</connection-pool>

</jeus-connector-dd>
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2.4. コネクション・プールのモニタリングおよび制御
JCAコネクション・プールのモニタリングおよび制御は、コンソール・ツール(jeusadmin)またはWebAdminを

使用します。JCAコネクション・プールのモニタリングおよび制御方法を確認するには、リソース・アダプター・

モジュールをデプロイする必要があります。

本節の例では、JCAコネクション・プールのJNDIエクスポート名が「my_rar_cp」であるリソース・アダプター・

モジュールがデプロイされていると想定します。JCAコネクション・プールのJNDIエクスポート名の設定につ

いては、「2.1.4. コネクション・プールの設定」を参照してください。リソース・アダプター・モジュールのデプロ

イ方法については、『JEUS アプリケーション&デプロイメントガイド』を参照してください。

参考

本節では、WebAdminを使用したモニタリングおよび制御方法について説明します。コンソール・ツールを

使用したモニタリングおよび制御方法については、『JEUS リファレンスガイド』の「4.2.12. コネクション・

プールのモニタリングおよび制御コマンド」を参照してください。

2.4.1. コネクション・プールの制御

以下は、WebAdminを使用してコネクション・プールを制御する方法についての説明です。

1. WebAdminの左側のメニューから[Monitoring] > [Connection Pools]を選択すると、コネクション・プー

ル画面が表示されます。画面にてリソース・アダプター・モジュールをデプロイしたサーバーを選択すると、

リソース・アダプター・モジュールに設定したコネクション・プールが照会されます。

[図 2.1] JCAコネクション・プールの画面
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2. コネクション・プールをクリックすると、コネクション・プールの詳細情報や制御ボタンが表示されます。コネ

クション・プールが生成されていない場合は、[create]をクリックしてコネクション・プールを生成することが

できます。

[図 2.2] JCAコネクション・プールの生成

以下は、コネクション・プールのボタンについての説明です。

説明ボタン

コネクション・プールを有効にします[enable]

コネクション・プールを無効にします[disable]

コネクション・プールのコネクション数を最小値に調整します[shrink]

コネクション・プールのコネクションを新しいコネクションに取り替えます[refresh]
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3. [create]をクリックすると、以下のようにコネクション・プールの生成が確認できます。

[図 2.3] JCAコネクション・プールの生成確認

2.4.2. コネクション・プールのモニタリング

以下は、WebAdminを使用してコネクション・プールをモニタリングする方法についての説明です。

1. WebAdminの左側のメニューから[Monitoring] > [Connection Pools]を選択すると、コネクション・プー

ル画面が表示されます。画面にてリソース・アダプター・モジュールをデプロイしたサーバーを選択すると、

リソース・アダプター・モジュールに設定したコネクション・プールが照会されます。

[図 2.4] JCAコネクション・プールのモニタリング
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以下は、コネクション・プール・リストの項目についての説明です。リストのコネクション・プールはモニタリ

ング情報が一緒に表示されます。

説明項目

JCAコネクション・プールの場合、JNDIエクスポート名と同じですConnection Pool ID

コネクション・プールのJNDIリポジトリーの登録名ですJNDI Export Name

コネクション・プールのコネクションの最小値ですMin

コネクション・プールのコネクションの最大値ですMax

使用中のコネクション数ですActive

使用可能なアイドル状態のコネクション数ですIdle

コネクション・プールにアイドル状態のコネクションが存在しない場合に生成する

使い捨てコネクション数です。使い捨てコネクションはWait列がfalseの場合のみ

生成されます

Disposable

Active、Idle、Disposableの合計ですTotal

コネクション・プールに使用可能なアイドル状態のコネクションが存在しない場合、

使い捨てコネクションを生成するか否かです

Wait

コネクション・プールの有効有無ですEnabled

2. 特定のコネクション・プールをクリックすると、当該コネクション・プールに存在するコネクションの詳細情報

が確認できます。

[図 2.5] JCAコネクション・プールに存在するコネクションの詳細情報確認
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以下は、コネクション・プールの詳細情報の項目についての説明です。

説明項目

コネクション識別子ですConnection ID

コネクションの状態ですState

– idle : 使用可能な状態です

– active : 使用中の状態です

ステートの持続時間ですState Time

コネクションの使用回数ですUse Count

使い捨てコネクションであるか否ですType

– disposable : 使い捨てコネクションの場合です

– pooled : 使い捨てコネクションではない場合です
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第3章 インバウンド管理

本章では、EISからアプリケーションに渡るインバウンド・コミュニケーションにおけるJEUSの役割や機能に

ついて説明します。主に、ワーク・マネージャー、Message Driven Beans(MDB)とリソース・アダプター間の

連動について説明します。

3.1. ワーク・マネージャーの管理
本節では、ワーク・マネージャーの基本概念と設定方法について説明します。

3.1.1. 基本概念

WASからバックグラウンドへジョブワークを実行するか、別のアプリケーションに情報を渡したいとき、リソー

ス・アダプターでJavaスレッドを生成することになります。しかし、リソース・アダプター内で直接Javaスレッド

が生成されることは、WASの観点からは好ましいことではありません。そのため、リソース・アダプターで特

定のジョブワークを実行したい場合は、それをWASに渡して直接的なスレッドの管理はWASが代わりに行

うということがワーク・マネージャーの基本概念です。このときのジョブワークは、javax.resource.spi.work.Work

のインターフェースを実装したインスタンスで表します。

JEUSでは、スレッド・プールをベースにしてワーク・マネージャーを提供します。スレッド・プールはリソース・

アダプターがワーク・マネージャーを実際に使用するときに作られるため、 javax.resource.spi .

BootstrapContextを利用して常に有効なワーク・マネージャー・インスタンスを渡します。

JEUSのワーク・マネージャー設定はスレッド・プール・スタイルになっており、何も設定しなかった場合は、

jeus-connector-dd.xsdスキーマに定義されているデフォルト値で生成されます。

参考

ワーク・マネージャーおよびワークについての詳細は、JCA標準1.7の「10. Work Management」を参照

してください。

JDKスレッド・プールは、最小値(JDKではコアサイズという)の分だけスレッドを増やし、以降はすべてキュー

に蓄積します。キューがフルになったらスレッドを最大値まで増やす方式です。

JEUSのスレッド・プールは、JDKで提供されるスレッド・プール(java.util.concurrent.ThreadPoolExecutor)

の動作と類似しています。しかし、JEUSのスレッド・プールはスレッドを増やす条件をJDK方式より緩和して

おり、ジョブワークの量に合わせてスレッドを適切に増やす方式を取っています。したがって、リソース・アダ
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プターがワーク・マネージャーを頻繁に使用する場合は、最小値、最大値以外にも<keep-alive-time>と

<queue-size>を適切に調整する必要があります。

3.1.2. ワーク・マネージャーの設定

ワーク・マネージャーは内部的にスレッド・プールを使用するため、スレッド・プールの設定と類似しています。

ワーク・マネージャーはリソース・アダプターに含まれるjeus-connector-dd.xmlの <worker-pool>に設定し

ます。

以下は、ワーク・マネージャーの設定例です。

[例 3.1] ワーク・マネージャーの設定 : <<jeus-connector-dd.xml>>

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>

<jeus-connector-dd xmlns="http://www.tmaxsoft.com/xml/ns/jeus">

<worker-pool>

<min>0</min>

<max>5</max>

<keep-alive-time>60000</keep-alive-time>

<shutdown-timeout>-1</shutdown-timeout>

</worker-pool>

</jeus-connector-dd>

以下は、<worker-pool>のタグについての説明です。

説明タグ

ワーク・マネージャーが管理するスレッド数の最小値です(デフォルト値: 0)<min>

ワーク・マネージャーが管理するスレッド数の最大値です(デフォルト値: 5)<max>

最小値以外のスレッドの場合、設定された時間の間に使用されないと自動的にス

レッド・プールから削除されます。(デフォルト値: 1分)

<keep-alive-time>

<pooled-timeout>を代替する設定です

スレッド・プールで必要としているキューのサイズを指定します(デフォルト値: 4096)<queue-size>

ワーク・マネージャーが初期化されるときに<min>値に設定されている数のスレッド

を事前に作成しておきます (デフォルト値: true)

<pre-allocation>

リソース・アダプターをアンデプロイしながらワーク・マネージャーが終了されるとき、

設定された時間の間待機してから終了します。待機する間は新しい要求は受け付

<shutdown-timeout>

けません。すなわち、グレースフル・シャットダウンをサポートします(デフォルト値 :

-1、待機せずに終了します)
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参考

jeus-connector-dd.xmlをRARに含ませる方法については、「第4章 リソース・アダプター」を参照してくだ

さい。

3.2. メッセージ・インフロー
JCA標準に従って、リソース・アダプターからJEUSにデプロイされたアプリケーションにインバウンド・コミュニ

ケーションを行うには、MDBを実装する必要があります。なお、MDBを利用して別のEJBコンポーネントを呼

び出すことをお勧めしています。

[図 1.2]によると、WASからアプリケーションに渡るフローにおいて、MDBが第1次ゲートウェイの役割をして

います。

本節では、JEUSでMDBとリソース・アダプターを連動する方法について説明します。

参考

メッセージ・インフローの詳細内容については、JCA標準1.7の「13. Message Inflow」、または関連する

書籍を参照してください。

以下は、MDBの例です。

@MessageDriven(

activationConfig =

{

@ActivationConfigProperty(propertyName = "destinationType", propertyValue =

"javax.jms.Queue")

, @ActivationConfigProperty(propertyName = "DestinationProperties",

propertyValue = "imqDestinationName=Queue")

, @ActivationConfigProperty(propertyName = "ProviderIntegrationMode",

propertyValue = "jndi")

, @ActivationConfigProperty(propertyName = "ConnectionFactoryJndiName",

propertyValue = "XAConnectionFactory")

, @ActivationConfigProperty(propertyName = "DestinationJndiName",

propertyValue = "jms/QUEUE1")

}

)

public class TestMsgBean implements javax.jms.MessageListener {

...

@TransactionAttribute(TransactionAttributeType.REQUIRED)

public void onMessage(Message message) {
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...

}

}

EJB 3.0からはejb-jar.xmlの代わりにアノテーションで設定することができます。MDBでは、@Activation

ConfigPropertyを使用してリソース・アダプターが要求するプロパティを必ず設定する必要があります。こ

れについては、リソース・アダプターが提供するマニュアルを参照してください。

MDBと連動するリソース・アダプターをjeus-ejb-dd.xmlの<mdb-resource-adapter-name>に設定します。

[例 3.2] MDB連動リソースの設定 : <<jeus-ejb-dd.xml>>

<jeus-ejb-dd>

. . .

<beanlist>

<jeus-bean>

<ejb-name>TestMsgBean</ejb-name>

<connection-factory-name>QueueConnectionFactory</connection-factory-name>

<destination>jms/QUEUE1</destination>

<mdb-resource-adapter-name>app#ra</mdb-resource-adapter-name>

...

</jeus-bean>

. . .

説明タグ

連動するリソース・アダプターを指定します。そのとき、リソース・アダプターがス

タンドアローン・モードか、EARに含まれているかによってリソース・アダプター

の名前が異なってきます

<mdb-resource-adapter-name>

– スタンドアローン・モジュールの場合: 該当するモジュール名

– EARに含まれたモジュールの場合: EAR名 + 「#」 + 該当するモジュール名

上記の例は、リソース・アダプターがEARに属するモジュールの場合です。EAR

の名前が「app」、リソース・アダプター・モジュールの名前が「ra」です

注

MDBをデプロイするとき、リソース・アダプターが事前にデプロイされている必要があります。
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第4章 リソース・アダプター

本章では、JEUSで提供されるセキュリティー管理機能やリソース・アダプターにjeus-connector-dd.xmlを追

加する方法およびデプロイ時の注意事項について説明します。

参考

実際のリソース・アダプターのパッケージングについては、JCA標準1.7の「20 Packaging Requirements」

を参照してください。

4.1. セキュリティー管理
本節では、JEUSが提供しているリソース・アダプターの認証および権限チェック機能について説明します。

4.1.1. コネクション認証

JCA標準に明示されているようにejb-jar.xml, web.xmlなどに記述されている内容をベースにして、コネクショ

ンの認証者を判別します。

<resource-ref>

<res-ref-name>jca/pool</res-ref-name>

<res-type>javax.resource.cci.ConnectionFactory</res-type>

<res-sharing-scope>Unshareable</res-sharing-scope>

<res-auth>Container</res-auth>

</resource-ref>

● <res-auth>

コンテナまたはアプリケーションのうちアプリケーション・コンポーネント別の認証者を設定します。

– Container(デフォルト値)

コンテナによるコネクション認証として< r e s - a u t h >を「C o n t a i n e r 」に設定した場合は、

jeus-connector-dd.xmlにユーザー名とパスワードを設定します。そのとき、パスワードには暗号化され

た値が使用できます。

以下は、パスワードの設定例です。

{DES}FQrLbQ/D8O1lDVS71L28rw==
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このように設定したユーザー名とパスワード情報は、新たにコネクションを生成するときにリソース・アダ

プターへ渡す認証情報として使用されます。ユーザーがjeus-connector-dd.xmlに何の認証情報も設定

しなかった場合は、空のjavax.security.auth.Subjectオブジェクトをリソース・アダプターに渡します。

参考

パスワードの暗号化についての詳細は、『JEUS ドメインガイド』の「第7章 セキュリティー管理」を参照し

てください。

– Application

<res-auth>を「Application」に設定した場合は、アプリケーションがコネクションをリクエストするとき、

JEUSはコネクション認証には関わりません。その代わり、アプリケーションとリソース・アダプター間に

認証情報を共有することになります。同情報は、javax.resource.spi.ConnectionRequestInfoを実装し

たリソース・アダプター・クラスを利用します。

4.2. パッケージング
JEUSにリソース・アダプターをデプロイするには、ra.xml以外にもJEUSが必要とする別途のDD(Deployment

Descriptor)を使用してjeus-connector-dd.xmlファイルを作成する必要があります。同ファイルには、以下の

内容が設定されます。

● ワーク・マネージャーの設定: 「3.1.2. ワーク・マネージャーの設定」

● アウトバインド・コネクション・プールの設定: 「2.1.4. コネクション・プールの設定」

設定した後、RARファイルのMETA-INFディレクトリーにjeus-connector-dd.xmlを格納します。

xxx.rar/META-INF

4.3. デプロイ
リソース・アダプターは、以下のとおり2つの形式でデプロイできます。

● スタンドアローン・モジュール : JEUSのすべてのアプリケーションで使用できます。

● Java EEアプリケーション(EAR)に属するモジュール : EAR内でのみ使用できます。

参考

JEUSでアプリケーションをデプロイする方法の詳細は、『JEUS アプリケーション&デプロイメントガイド』を

参照してください。
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4.3.1. SHAREDモードのクラス・ローディング

JCA標準上、スタンドアローン・モジュールでデプロイするリソース・アダプターはすべてのアプリケーションが

使用できる必要があるため、JEUSではSHAREDモードのクラス・ローディング方式をサポートしています。

そのため、リソース・アダプターはユーザーの設定を問わず常にSHAREDモードでデプロイされます。その

際、リソース・アダプターを使用するアプリケーションも、必ずSHAREDモードでデプロイします。

参考

1. SHAREDモードのクラス・ローディング方式についての詳細は、『JEUS サーバガイド』の「1.4. クラス・

ローダーの構造」を参照してください。

2. デプロイ方法についての詳細は、『JEUS アプリケーション&デプロイメントガイド』を参照してください。

4.3.2. 再デプロイ

リソース・アダプターは、一種のJDBCドライバーとしてJEUSに登録されます。JDBCドライバーは、

JEUS_HOME/lib/datasourceの下位にJARファイルをおくとサーバーのクラス・パスとして登録される方式

です。そのため、途中でJARファイルをチェンジしても正常に反映できず、JEUSをシャットダウンする必要が

あります。

しかし、リソース・アダプターはJEUSが管理するアプリケーションなので、JEUSをシャットダウンせずにリソー

ス・アダプターのバージョン・アップや再デプロイが可能です。

以下は、再デプロイ時の制限事項です。

● リソース・アダプター・モジュールを再デプロイするときは、それを使用するアプリケーションをすべて再デ
プロイする必要があります。

既存のリソース・アダプターを使用していたアプリケーションはすでにクラスをキャッシュしているため、再

デプロイしたリソース・アダプターのクラスを検索しません。

● 現在JEUSでは、SHAREDモードでデプロイしたEJBモジュールを再デプロイする場合、それを使用してい

たWebモジュールもすべて自動で再デプロイしています。しかし、リソース・アダプター・モジュールに対し

ては、まだ自動再デプロイはサポートしていないため、手動でデプロイする必要があります。

4.4. リソース・アダプターをリソースとして登録
リソース・アダプター・モジュールは、1つの独立したアプリケーションというより、すべてのアプリケーションが

共有して使用するドライバーのような概念です。そのような観点から、JEUSはドメインにりソース・アダプター・

モジュールをコネクター・リソースとして登録して使用できる機能を提供します。
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ドメインにリソース・アダプター・モジュールをコネクター・リソースとして登録する作業はWebAdminを使用し

て行えます。その際、ドメインに登録されるリソース・アダプターの設定情報は、リソース・アダプター・モジュー

ルのjeus-connector-dd.xmlの設定情報とほぼ同様な形式です。

リソース・アダプターの設定は、以下のような優先順位が適用されデプロイされます。

1. WebAdminの設定

jeus-connector-dd.xml設定より優先順位が高いです。同設定が存在する場合、リソース・アダプターは

デプロイの後、ドメインでコネクター・リソースとして使用できます。

2. jeus-connector-dd.xmlの設定

WebAdminを使用したリソース・アダプターの設定が存在しない場合に適用されます。リソース・アダプター

は、モジュール本来の役割のみ実行します。

4.4.1. WebAdminの使用

以下は、WebAdminを使用してリソース・アダプターをコネクター・リソースとしてドメインに登録する手順で

す。

1. WebAdminの左側のメニューから[Resources] > [External Source]を選択すると、[External Source]

画面が表示されます。[LOCK & EDIT]ボタンをクリックした後、Connectorリストから[Add]ボタンをクリッ

クすると、コネクター・リソースの設定画面に移ります。

2. コネクション・リソースの設定は、リソース・アダプターIDを基本として、ワーカー・プールとコネクション・プー

ルの設定で構成されています。「Resource Adapter Module Id」にコネクター・リソースとして登録する

リソース・アダプター・モジュールのIDを入力し、必要に応じて「Worker Pool」を調整した後、[確認]ボタ

ンをクリックします。

3. コネクション・プールの設定が必要な場合は、コネクター・リソースとして追加したリソース・アダプターのID

をクリックします。

4. 再びコネクター・リソースの画面設定に戻り、「Connection Pool」リソースの[Add]ボタンをクリックする

と、コネクション・プールの設定を追加できます。

5. 必要なコネクション・プールの設定値を入力した後、[確認]ボタンをクリックします。

6. コネクター・リソースのドメイン登録を最終適用するため、[Activate Changes]ボタンをクリックします。

7. サーバーに登録された情報の適用が完了すると、結果メッセージが出力されます。
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メッセージが出力されたらコネクター・リソースの登録作業は完了されますが、同作業は動的に反映でき

ないため、登録したコネクター・リソースを使用するにはサーバーを再起動し、リソース・アダプター・モ

ジュールを再デプロイする必要があります。
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付録 A. 環境設定の注意事項

jeus-connector-dd.xmlを作成するときの必須考慮事項は以下のとおりです。

● ra.xmlに<outbound-resourceadapter><connection-definition>の存在有無

リソース・アダプターはインバウンド目的でのみ使用できるため、アウトバウンド設定は存在しない場合が

あります。そのときは、jeus-connector-dd.xmlを作成しなくても構いません。ただし、<connection-definition>

が存在する場合は、それに合わせてコネクション・プールを生成する必要があるので、必ず

jeus-connector-dd.xmlまたはdomain.xmlのexternal-sourceにコネクターを設定してください。

● ra.xmlに<outbound-resourceadapter><connection-definition>が2つ以上存在する場合

<connection-definition>が2つ以上設定された場合は、それに合わせて最小1つ以上のコネクション・プー

ルを生成します。そのときの注意点は、それぞれの<connection-definit ion>設定に合わせて、

<connectionfactory-interface>値をjeus-connector-dd.xmlまたはdomain.xmlのexternal-sourceにコネ

クターを設定する必要があります。詳しい内容は、「2.3. コネクション・プールの設定例」を参照してくださ

い。

コネクション・プールを生成しない場合は、ra.xmlを調整します。

● ワーク・マネージャー設定を調整したい場合

jeus-connector-dd.xmlを設定しなくても基本的にリソース・アダプターにワーク・マネージャーを提供しま

す。ワーク・マネージャーは、リソース・アダプターが必要なときに取得して使用するものなので、JEUSで

は最初からこれを初期化しません。

その代わり、実際にリクエストするときにワーク・マネージャーを生成します。ワーク・マネージャーをスレッ

ド・プール設定ともいえますので、スレッド数が調整したい場合にはjeus-connector-dd.xmlを作成してワー

ク・マネージャーを設定します。ワーク・マネージャーの詳しい設定方法については、「3.1.2. ワーク・マネー

ジャーの設定」を参照してください。
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